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表紙 岬町成人祭2017
御成人おめでとうございます。
今年もたくさんの新成人が参加され、会場となった岬中学校では
スクリーンに映された学生時代の写真を見ながら
昔話に華を咲かせ旧友との再会を懐かしんでいました。
新成人の門出に決意を新たに歩んでいきましょう。



こんにちは
岬町議会です

◎12月定例会の議決結果一覧

名称 開会月日 閉会月日 会期日数

平成28年
第4回定例会 12月6日 12月22日 17日間

議案
番号 議　案　名 採決

結果

坂
原 
正
勝

辻
下 
正
純

和
田 

勝
弘

道
工 

晴
久

松
尾   

匡

反
保 

多
喜
男

田
島 

乾
正

奥
野   

学

出
口   

実

竹
原 

伸
晃

小
川 

日
出
夫

中
原   

晶

第70号 専決処分の承認を求める件
（平成28年度岬町一般会計補正予算（第4次）） 原案承認 ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第71号 平成28年度岬町一般会計補正予算（第5次）の件 原案可決 ○ ○ ○ ー ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ●

第72号 平成28年度岬町国民健康保険特別会計補正予算
（第2次）の件 原案可決 ○ ○ ○ ー ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第73号 平成28年度岬町下水道事業特別会計補正予算
（第1次）の件 原案可決 ○ ○ ○ ー ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第74号 平成28年度岬町介護保険特別会計（保険事業勘定）
補正予算（第2次）の件 原案可決 ○ ○ ○ ー ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第75号 平成28年度岬町介護保険特別会計（介護サービ
ス事業勘定）補正予算（第1次）の件 原案可決 ○ ○ ○ ー ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第76号 平成28年度岬町多奈川財産区特別会計補正予算
（第2次）の件 原案可決 ○ ○ ○ ー ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第77号 平成28年度岬町水道事業会計補正予算
（第1次）の件 原案可決 ○ ○ ○ ー ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第78号 岬町企業立地促進条例を制定する件 原案可決 ○ ○ ○ ー ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第79号 岬町工場立地法地域準則条例を制定する件 原案可決 ○ ○ ○ ー ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第80号 岬町議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する件 原案可決 ○ ○ ○ ー ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ●

第81号 特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正
する件 原案可決 ○ ○ ○ ー ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ●

第82号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正
する件 原案可決 ○ ○ ○ ー ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第83号 職員の退職手当に関する条例の一部を改正する件 原案可決 ○ ○ ○ ー ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第84号 岬町税条例の一部を改正する件 原案可決 ○ ○ ○ ー ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○

諮問第1号 人権擁護委員候補者の推薦について意見を求める件 原案適任 ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問第2号 人権擁護委員候補者の推薦について意見を求める件 原案適任 ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問第3号 人権擁護委員候補者の推薦について意見を求める件 原案適任 ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問第4号 人権擁護委員候補者の推薦について意見を求める件 原案適任 ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第85号 平成28年度岬町一般会計補正予算（第6次）の件 原案可決 ○ ○ ○ ー ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成　●：反対　欠：欠席者　退：退席者　ー：議長は採決に加わらないため
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質問者 質問事項 質問の要旨

奥野 学

（1）深日火葬場解体事業について ・平成29年度において解体を予定しているが解体後の跡地整備
をどの様に計画しているのか。

（2）道の駅「みさき」整備事業について
・

平成28年9月第3回定例会において確認した同施設の合併浄
化槽から排水される汚水、雑排水の放流について西水利組合
と協議中とのことでしたがその結果はどのようになったのか。

・平成28年度末に第二阪和国道供用開始と同時に道の駅「みさ
き」オープンとなるが予定どおりに進行しているのか。

田島 乾正

（1）教育について
・幼稚園・小学校・中学校等の安全安心な給食提供と給食費の

無料化について。

・幼稚園の快適な教室の空調整備について。

（2）農地について ・
耕作放棄地・休耕地等の有効活用対策について、岬町の農地
の現状を行政として農業の将来展望をどのように考えている
のか。

（3）空き家について
・

少子高齢化が進み、岬町においても空き家が増えつつあり、個
人の財産と言え、人が居住しない家屋は老朽化が進み、放置す
ると危険家屋となります。

・田舎暮らし・家庭菜園を希望する方のために、農地と空き家と
のセットで岬町が窓口となり定住者の確保を考えがあるのか。

（4）コミュニティバスについて ・
現在、暫定的運行としている岬町内をコミュニティバス運行をし
ていますが、利用者からの運行見直しの声があり、利便性向上
にどの様な運行計画をされているのか。

（5）美化センターについて ・
岬町単独で住民のゴミを焼却処理をしていますが、美化セン
ターの建設から、かなりの年月を積み重ねていますが、美化セン
ターの将来展望をお尋ねします。

竹原 伸晃

（1）安心安全なまちづくりについて

・自主防災組織の運営実態と今後の課題について

・消防設備・資機材の更新計画について

・危機管理部門を本庁舎から移転させたらどうか

・危機管理担当職員の拡充について

・泉州南消防組合を設立した時のメリットとして負担金の軽減と
言われていたが、実際は負担が増えるばかりではないか

（2）岬町運行バス事業について
・1年間の運行経費見通しは出ているのか

・次年度の運行方針について

坂原 正勝

（1）ご当地ナンバープレートについて ・本町での採用を検討されたい

（2）心の体温計について ・本町での採用を検討されたい

（3）再任用制度について ・労働環境の整備と住民サービス向上の観点から、現状の課題
と解決策を問う

和田 勝弘 （1）岬町健康ふれあいセンター
展望台設置について ・健康ふれあいセンター前方に大阪湾の海の風景と景色が見え

る展望台の設置

◎一般質問通告一覧
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質問者 質問事項 質問の要旨

松尾 匡

（1）道の駅「みさき」の
進捗状況について ・

第二阪和国道の延伸工事とともに建設中の道の駅「みさき」に
ついて、現在までの進捗状況と今後の予定、住民・地域との関
わりなどを、ハード・ソフトの両面についてお聞きします。

（2）泉州観光プロモーション
推進協議会の進捗について ・

堺市以南9市4町と関西エアポート株式会社が一体となり、地域
資源や特性を活かした観光振興やプロモーション活動を展開
している「泉州観光プロモーション推進協議会」。
現在までの進捗状況と、各自治体との連携の有無、岬町として
今後どうプロモーションし、動いていくのか等をお聞きします。

中原 晶

（1）介護保険事業について ・

介護保険事業のうち、「地域包括支援センター」の機能の主要な
部分を、来年度から社会福祉協議会に委託する計画が示されて
いるが、要支援者のサービス低下につながるのではないか。地
域包括支援センターの事業のうち、住み慣れた地域で安心して
暮らすための相談・支援事業や、困難な事例にも対応する「包括
的支援事業」と、総合事業対象者と要支援者のケアプランの作
成、相談・支援をおこなう「介護予防ケアマネジメント事業」という

「センター」機能の主だった役割を社協に移すことで、要支援者
とその家族に混乱やサービス低下が生じる懸念がある。来年度
から「総合事業」という新たな制度が導入されることもあり、少な
くとも来年度からの委託の計画は見送るべきではないか。

（2）学校教育施設・生涯学習施設への
エアコン設置について ・

学校教育施設（小・中学校の普通教室、幼稚園の保育室）への
エアコン設置が急がれると考えるが、昨年6月議会で質問した時
点ではまずは調査をおこなうとの回答で、「学校環境衛生管理マ
ニュアル」に基づく毎年の検査に加えて、町独自に温湿度計を購
入し、継続的に夏場の検査をおこなう努力がはらわれてきたと聞
き及んでおり、その検査結果をお示しいただきたい。さらに、その
結果を受けて、町として普通教室や幼稚園の保育室へのエアコ
ン設置について、どのようにお考えかをおたずねする。合わせて、
生涯学習施設、とりわけ町民体育館へのエアコン設置について
も必要性があると考えるが、町の考えはいかがか。

（3）「子どもの貧困」対策について ・

「子どもの貧困」が社会問題化し深刻化するもとで、子どもが生
まれ育った環境によってその将来が左右されることのないよう、
子どもたちの健やかな成長を保障する環境の整備や教育の機
会均等を図ることを目的に、「子どもの貧困対策の推進に関する
法律」が2013年に成立した。法律では、地方自治体にも教育や
生活などの支援を講じるよう義務付けており、岬町でも「子ども
の貧困」対策を推進すべきと考える立場から、まずは調査・研究
にもとづく実態把握が必要であると考える。この点に関わっての
計画や取り組みがあればお示しいただきたい。

◎一般質問通告一覧

12 の な月 主 活 動

  1日  民生委員児童委員委嘱状
伝達式

  3日  深日小まつり・ふれ愛もちつ
き大会

  6日  定例会（1日目）
  7日  定例会（2日目）
  9日  事業委員会　

11日  みさきファミリーマラソン
13日  厚生委員会
14日  総務文教委員会
15日  退任民生委員児童委員感

謝状贈呈式
16日  第二阪和国道建設促進委員会
  深日港活性化委員会

20日  行財政改革委員会
21日  例月監査（監査委員）
22日  議会運営委員会
  全員協議会
  定例会（3日目）
27日  年末夜警（〜30日）出陣式
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泉
南
地
域
の
消
費
者
と
商
工

業
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
、泉
南
地
域
の
活
性
の
た
め
に

岬
町
商
工
会
・
阪
南
市
商
工
会
・

泉
南
市
商
工
会
・
熊
取
町
商
工
会

の
４
商
工
会
が
協
力
し
て
広
域
連

携
で『
お
お
さ
か
泉
南
ま
る
ご
と
１

０
０
円
商
店
め
ぐ
り
』事
業
を
次

の
通
り
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

▼
日
時
／
２
月
10
日（
金
）各
参

加
店
の
営
業
時
間

▼
場
所
／
各
参
加
店
の
店
舗

※
こ
の
事
業
は「
物
産
展
」の
よ
う

に
１
つ
の
会
場
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
で

は
な
く
、各
参
加
店
が
開
催
場
所

と
な
り
ま
す
。な
お
、参
加
店
な
ら

び
に
各
店
舗
の
営
業
時
間
は
、折

込
チ
ラ
シ
、商
工
会
の
Ｈ
Ｐ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

カ
ッ
タ
ー
ボ
ー
ト
体
験
、ス
タ
ン

プ
＆
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、ク
ラ
フ
ト

づ
く
り
な
ど
た
く
さ
ん
の
催
し
物

が
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。他
に
も
、ス

テ
ー
ジ
や
屋
台
、焼
き
芋
大
会
な

ど
同
時
開
催
い
た
し
ま
す
。ぜ
ひ
、

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
／
２
月
11
日（
土
）雨
天

決
行 

９
時
～
16
時

▼
場
所
／
大
阪
府
立
青
少
年
海

洋
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
／
カ
ッ
タ
ー
ボ
ー
ト
体
験

の
み
定
員
あ
り（
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
電

話
に
て
事
前
申
し
込
み
要
）

▼
参
加
費
／
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
１
０

０
円
～
３
０
０
円（
一
部
無
料
の
イ

ベ
ン
ト
あ
り
）

▼
問
合
せ
／
大
阪
府
立
青
少
年

海
洋
セ
ン
タ
ー「
く
ら
た
ん
ワ
イ
ワ

イ
祭
り
」係 

☎
４
９
４

−

１
８
１

１
、
４
９
４

−

１
７
３
５

　

近
畿
の
夜
間
中
学
に
通
う
10
代

～
80
代
の
年
齢
の
生
徒
た
ち
が
日

ご
ろ
の
学
習
の
成
果
と
し
て
作
成

し
た
作
品
の
数
々
で
す
。ど
な
た
で

も
お
気
軽
に
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
／
２
月
12
日（
日
）９
時

～
14
時

▼
場
所
／
大
阪
市
天
満
中
学
校

夜
間
学
級 

大
阪
市
北
区
神
山
町

12
−

９（
Ｊ
Ｒ
環
状
線「
天
満
」駅

下
車 

南
西
へ
徒
歩
10
分
、地
下
鉄

堺
筋
線「
扇
町
」駅
下
車 

西
へ
徒

歩
７
分
）

▼
問
合
せ
／
大
阪
市
立
天
満
中

学
校
夜
間
学
級 

連
合
作
品
展
担

当
者 

☎
06

−

６
３
１
２

−

８
４

６
２

多
奈
川
・
正
教
寺
か
ら
白
砂
峠
～

南
条
池
へ 【
☆
☆
★
★
】

▼
日
時
／
２
月
25
日（
土
）

▼
集
合
場
所
・
時
間
／
多
奈
川
駅

前
９
時
10
分

▼
コ
ー
ス
／（
一
般
コ
ー
ス
）多
奈
川

駅
～
正
教
寺
～
登
山
口
～
緑
西

分
岐
～
展
望
地
～
白
砂
分
岐
～

孝
子
分
岐
～
南
条
池
～
オ
ー
ク
ワ

岬
店 

※
歩
行
時
間
約
２
時
間
30

分 

約
６
キ
ロ
の
行
程

▼
参
加
費
／
一
般
の
参
加
者
は
保

険
代
３
０
０
円

▼
服
装
／
長
袖
長
ズ
ボ
ン
、帽
子
、

手
袋

▼
持
ち
物
／
弁
当
、水
筒
、ス
ト
ッ

ク
、雨
具
、そ
の
他

▼
申
込
先
／
木
下 

☎
４
９
２

−

４
８
６
７
、高
木 

☎
４
９
２

−

３

３
０
７ 

※
申
込
み
は
２
月
18
日（
土
）ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。

※
次
回
は
３
月
25
日（
土
）逢
帰

奥
池
か
ら
飯
盛
山
コ
ー
ス
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

海
藻
に
は
い
ろ
ん
な
秘
密
が
隠

さ
れ
て
ま
す
。繊
細
で
色
と
り
ど

り
の
海
藻
は
ア
ー
ト
フ
ル
な
作
品

に
な
り
ま
す
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

通
じ
て
海
の
事
を
知
り
、素
敵
な

作
品
作
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

▼
主
催
／
せ
ん
な
ん
里
海
公
園
管

理
事
務
所　

▼
講
師
／
河
原
美
也
子（
海
藻
お

し
ば
協
会
認
定
講
師 

海
藻
お
し

ば
く
ら
ぶ
代
表
） 

▼
日
時
／
２
月
25
日（
土
）13
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まちのできごと

▶問合せ／町長公室担当 ☎492-2769

　公平委員会は地方公務員法の規定により町の条例で
設置される「職員の勤務条件に関する措置要求と不利益
処分を審査し対処する組織」です。
　平成28年度に制度開始65周年を迎え、貴治貞夫様、
四至本晴夫様、上出卓様の3名が総務大臣から表彰を
受けられ、12月15日に伝達式と岬町からの感謝状贈呈
式を行いました。
　町長は、退任された貴治様、上出様に長年のご労苦に
謝意をお伝えし、現在も公平委員としてご活動いただい
ている四至本様に引き続きのご尽力をお願いしました。

総務大臣表彰を受けられました

　11月26日（土）、岬町文化センター・岬町青少年セン
ターにおいて、人権ふれあいまつりが開催されました。
　当日は300名を超える参加があり、各サークルの日常
活動発表の他にもたくさんの模擬店で賑わいました。最
後には恒例のビンゴゲーム大会が120名の参加のもと盛
大に行われました。
▶問合せ／生涯学習課 ☎492-2715

第39回人権ふれあいまつり

　この度、長年にわたる社会福祉活動の功績が認めら
れ、全国社会福祉大会において岬町民生委員児童委員
協議会の川島宜子さんが厚生労働大臣表彰における社
会福祉功労表彰を受彰され、また、全国社会福祉協議会
会長表彰では、岬町民生委員児童委員協議会の辻井マ
リ子さんが民生委員児童委員功労表彰をそれぞれ受彰
されました。
　今回、受彰された川島さん、辻井さんにおかれまして
は、心よりお祝い申し上げます。また、今後も、社会福祉活
動にご尽力を賜りますようお願い申し上げます。

厚生労働大臣表彰並びに全国社会
福祉協議会会長表彰の受彰について

▶問合せ／地域福祉課 ☎492-2700
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◯小学１年生（男子）2000ｍ
順位 氏名 タイム

1 津田 翔夢 10分29秒

2 榎谷 涼 10分36秒

3 植野 恵太 11分24秒

◯小学2年生（女子）2000m
1 池田 早希 10分17秒

2 坂田 麻沙希 10分55秒

3 平山 莉紗 11分07秒

◯小学5年生（女子）3000m
1 岩松 亜子 15分19秒

2 宮﨑 好 15分53秒

3 竹原 京香 16分17秒

◯高・大・一般（女子）10000m
1 小林 友紀 42分58秒

2 葉山 元美 52分05秒

3 ー ー

◯小学4年生（男子）3000m
1 瀬川 結喜 13分52秒

2 松本 陽生 14分19秒

3 髙瀬 現杜 14分24秒

◯中・高・大・一般（男子）5000m
1 金丸 勉 18分36秒

2 奥園 彰彦 20分01秒

3 山下 大輔 20分31秒

◯小学2年生（男子）2000m
順位 氏名 タイム

1 中村 尚暉 9分00秒

2 前原 利輝 9分42秒

3 洲﨑 綜介 9分43秒

◯小学3年生（女子）2000m
1 小坂 さくら 10分03秒

2 溝口 結菜 10分07秒

3 北之馬 翔星 10分23秒

◯小学6年生（女子）3000m
1 山原 真唯 14分01秒

2 柚岡 由樹 14分16秒

3 福島 小春 14分28秒

◯ファミリー（母親）2000m
1 坂辺 百花・由気 11分28秒

2 岡田 千咲子・和絵 12分08秒

3 池田 心愛・志保 12分25秒

◯小学5年生（男子）3000m
1 中 和哉 12分40秒

2 末原 聖士 13分16秒

3 丸山 朔太朗 13分22秒

◯高・大・一般（男子）10000m
1 蔭浦 篤 35分11秒

2 宮本 真平 35分17秒

3 山田 悠暉 35分28秒

◯小学１年生（女子）2000ｍ
順位 氏名 タイム

1 今井 星来 10分36秒

2 辻口 星南 11分46秒

3 瀬川 凛咲 12分03秒

◯小学3年生（男子）2000m
1 國澤 優里 9分05秒

2 大内 瑛太 9分15秒

3 吉田 瀬七 9分18秒

◯小学6年生（男子）3000m
1 四方 健斗 12分12秒

2 尾谷 航 12分28秒

3 白坂 蒼波 12分52秒

◯ファミリー（父親）2000m
1 正木 里空・亨也 9分16秒

2 西脇 慶太・秀達 10分16秒

3 田村 優希・雅春 10分18秒

◯小学4年生（女子）3000m
1 吉田 結羽 15分38秒

2 赤路 華生 16分36秒

3 是澤 詩音 16分57秒

◯中・高・大・一般（女子）5000m
1 西出 莉夏 23分59秒

2 薮本 琳 24分30秒

3 飯島 有希 24分57秒

第32回 みさきファミリーマラソン大会結果

　去る、平成28年11月16日（水）泉佐野税務署で、宮脇
さち子さんに公益社団法人泉佐野
納税協会長感謝状が贈られました。
宮脇さんは申告納税制度の推進と
納税道義の高揚に努められるととも
に、納税協会の運営と事業の発展
に貢献されました。
▶問合せ／税務課 ☎492-2765

受贈おめでとうございます

　乗合船小島丸の船長である
岬町在住の山原學氏が、釣船
の乗客からの救助要請を受け
現場に急行し、迅速かつ的確な
行動により浸水する釣船から乗客を全員無事救助された
とのことで12月27日（火）、その功績を称え、神戸海上保
安部長から感謝状を贈呈されました。
▶問合せ／地方創生企画政策担当 ☎492-2775

感謝状贈呈
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岬消防署
ダイヤル119

　救急安心センターおおさかは、「病気やケガなど
で病院に行った方がいいのか?」「診てもらえる病
院を教えてもらえないか?」「応急手当の方法は?」
というような、判断に困った場合の救急電話相談
や病院照会に応じるサービスです。
　相談員・看護師が、医師の支援体制のもと24時
間365日みなさんの相談にお答えします。緊急性
が高いときは、すぐに救急車を出場させるなど、1本
のお電話でみなさんに安全・安心を提供いたしま
す。ただし、健康相談、介護相談、現在かかってい
る病気の治療方針や薬などのご相談はお受けでき
ません。
☎#7119……………固定電話（プッシュ回線）・
　　　　　　　　　携帯電話・PHS
☎06-6582-7119 …固定電話（ダイヤル回線）・
　　　　　　　　   IP電話
　また、電話相談が難しい方などは、泉州南広域
消防本部ホームページにリンク先を掲載している
救急受診ガイドをご活用ください。
　この救急受診ガイドは、各症状のページに書か
れている質問に「はい」「いいえ」で答えていくと、受
診する診療科や緊急度が分かります。
※判定の結果、緊急度分類で赤に該当した場合
や緊急時は、迷わず119番に電話し救急車を呼ん
でください。

　「救急車で行けば早く診てもらえるから」「病院の
場所が分からないから」などの救急要請は、本当
に救急車を必要とする人の救命活動に支障をきた
します。みなさんの適正な利用をお願いします。
▶問合せ／泉州南広域消防本部 警防部 警備課
☎469-0119 460-2119

　泉州南消防組合では、救急現場に偶然居合わ
せ、心肺蘇生法等の応急手当を実施するなど救急
活動に協力した方に対する感謝の意を伝えるとと
もに不安や心的ストレスの軽減を支援するために、
救急協力感謝カードを平成29年1月1日より配布し
ております。

○急げ 住宅用火災警報器の設置!!
　住宅用火災警報器は、警報により火災を知らせ逃げ遅れを
防ぐ「あなたと家族」の命を守る見張り番です。火災予防条例に
より全ての住宅に設置が義務づけていますので、いまだ設置さ
れていない方は、今すぐに設置をお願いします。

○住宅用火災警報器の維持管理
　せっかく取り付けた住宅用火災警報器も、正常に機能しなけ
れば意味がありません。万が一の火災に備え、日頃から点検と
お手入れをしましょう。また、警報器本体の交換は機種によって
異なります。説明書等に従い、表示された交換期限になれば本
体ごと交換してください。

○悪質な訪問販売にご注意!!
　消防署が住宅用火災警報器や消火器を販売することはあり
ません。また住宅では、点検報告の義務もありません。不審に思
えば、その場で最寄りの消防署か消防本部に連絡してください。

▶問合せ／泉州南広域消防本部 警防部 予防課
☎469-0886 460-2119

救急協力感謝カード

救急安心センターおおさか・
救急受診ガイド（総務省消防庁）

住宅用火災警報器は
家族の命を守る見張り番

救急隊からのお願い

①カードの配布対象となる方
 ・心肺蘇生法等の応急手当を実施した方
 ・円滑な救急現場活動に献身的に協力した方
  ※救急隊の活動内容や現場の状況次第で、必ずしもお
渡しできない場合がございます。

②相談窓口について
  応急手当を実施した後に不安や悩みがあるなど、相談や
疑問などがありましたら、下記へご連絡ください。

  ※個人情報など内容によってはお答えできない場合もご
ざいます。
 ・泉州南広域消防本部 警防部警備課 救急係
  ☎462-1080（平日9時〜17時30分）
 ・ こころの電話相談専用ダイヤル（大阪府こころの健康総

合センター）☎06-6607-8814（平日9時30分〜17時）
③配布するカード
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　親子で気軽に遊びに来てください。子どもたちは、「見て・触れて・
感じて！」いろんな事を学びます。保護者のみなさんと一緒に悩み・
考え・学びながら子育てを楽しみましょう。そして大切な子どもたち
を地域で温かく見守り育てていきましょう。

地域の子育て
応援します！

　親子の交流、仲間づくりの場としてご利用ください。
▶日時／2月22日（水）10時30分〜11時30分
○わらべ唄遊び、絵本等の紹介と栄養士による栄養相談。
▶日時／3月8日（水）10時30分〜11時30分
○保育士によるふれあい遊びがあります。
▶場所／望海坂第一集会所
※参加費として1家族につき初めての参加月に300円い
ただきます。4月以降平成29年3月までの間、1回のみい
ただき、2回目からの参加は無料です。
▶問合せ／保健センター ☎492-2424

親子の交流・仲間づくりの場
出張ほのぼのクラブ IN 望海坂第一集会所

※開館日・休館日は岬だよりのカレンダー又はアップル館ホームページをご覧ください。
▶問合せ／アップル館 ☎492-6050（FAX共）

▶日時／2月15日（水）10時30分〜11時30分
▶場所／子育て支援センター
▶対象／1歳児〜就学前児
▶内容／おひなさま作り
▶持ち物／着替え・お茶・タオル
▶駐車場／支援センターにお問い合わせください。
※警報発令時は、中止です。
▶問合せ／子育て支援センター ☎492-1350
淡輪保育所 ☎494-3567

幼児教室のお知らせ

▶日時／2月28日（火）10時〜11時
▶場所／淡輪・深日・多奈川保育所
▶内容／園庭遊び・子育て相談（身体計測もあります）
▶持ち物／着替え・帽子・お茶・タオル
▶駐車場／各保育所にお問い合わせください。
※雨天時は、中止です。
▶問合せ／各保育所
淡輪保育所 ☎494-3567
深日保育所 ☎492-4955
多奈川保育所 ☎495-5030

園庭遊びのお知らせ

アップル館からお知らせ

○豆まき遊び
（張り子の鬼の口にお手玉を投げて遊びます）
▶日時／2月1日（水）・2日（木）・3日（金）
14時30分〜15時30分　
○絵本入門「りんごっこ」 ※見学可 保育あり
▶日時／2月16日（木）10時15分〜12時

○親子で楽しむ“わらべうた”
▶日時／2月21日（火）11時〜11時30分
▶対象／乳児（0歳・1歳）
○定例おはなし会 “おひなさまを作ろう”
▶日時／2月25日（土）14時30分〜15時30分
※おひなさまの顔出し写真を撮ろう（2月15日〜）

　2月は節分にちなんで鬼のでてくる絵本を展示しています。

　町内のこどもを犯罪から守るため、みなさまの
ご協力をお願いします。
※地域安全ボランティアの登録は随時受け付け
ています。
▶生涯学習課 ☎492-2715

毎月8日は『こども安全デー』です！
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〈開催場所・予約・問合せ〉
保健センター ☎492-2424・2425

事業名 対象・定員等 日時・受付 場所・その他

大腸がん検診
（要予約） 満40歳以上 3月3日（金）

9時30分〜14時30分

▶場所／保健センター
※左記提出日の1週間前までに、検査容
器を岬町立保健センターまで取りにきてく
ださい。（土・日はお休みです。）

子宮がん検診
（要予約） 満20歳以上

3月3日（金）
9時30分〜11時30分
13時〜14時30分

▶場所／保健センター
※500円（ただし、生活保護世帯もしくは、
70歳以上の方は無料となります。）

乳がん検診
（要予約） 満40歳以上（2年に1回）

3月3日（金）
9時30分〜11時30分
13時〜14時30分

▶場所／保健センター
※40歳代1,000円、50歳以上500円（た
だし、生活保護世帯もしくは、70歳以上の
方は無料となります。）

発達クリニック
（要予約） 乳幼児 2月13日（月）

13時30分〜
▶場所／保健センター
※小児科医師の相談があります。詳しくは
お問い合わせください。

健 康 スケジュール

※「保健師健康相談」は「各種相談」のページ（P21）に掲載しています。※毎月10日までの健康スケジュールは前月号に掲載しています。詳しくは「平
成28年度健康づくり日程表」でお知らせしていますので、1年間大切に保管して健康づくりにお役立てください。

新LCCターミナルとなる、第2ターミナルビル（国際線）が
2017年1月28日（土）に開業しました。第2ターミナルビル

（国際線）では、日本の空港で初めて、ウォークスルー型の
免税店舗を導入しました。これは、お客様にお買い物を楽し
んでいただきやすいようメイン通路を配置し、お客様のニー
ズが高い商品を集約した大型店舗となります。また、日本初

となる「スマートセキュリティー」による検査システムも導入し
ました。このシステムにより、お客様にこれまでより早くセキュ
リティー検査を終えていただくことが可能となります。お客様
が便利に、快適にご利用いただけるよう、充実した機能と店
舗を備えた空間となっておりますので、ぜひご期待ください。
▶問合せ／関西空港案内 ☎455-2500

関西国際空港第2ターミナルビル（国際線）開業！

図書室だより 本の紹介

　淡輪公民館では、大阪府立中央図書館よ
り本の貸し出しを受けています。公民館にな
い本、貸出中の本もリクエストしてください。

▶淡輪公民館・図書室 ☎494-0300

天子蒙塵 著者：浅田 次郎

梅もどき 著者：諸田 玲子

老乱 著者：久坂部 羊

本のリクエストを受け付けています。
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スポーツ振興くじ助成 （仮称）いきいきパークみさき芝生広場整備
　本町では、独立行政法人日本スポーツ振興センターからス
ポーツ振興くじ（toto）の助成を受け、（仮称）いきいきパークみ
さき芝生広場の整備を進めています。サッカーやラグビー等の
スポーツの活動の場として、子どもから大人まで多世代の住民
の皆さんが集える多目的広場です。完成後は地域スポーツ活
動の拠点としての役割が期待されます。
▶問合せ／地方創生企画政策担当 ☎492-2775

■第2回JBCF岬町クリテリウム
▶日時／3月19日（日）
▶場所／多奈川地区多目的
公園（いきいきパークみさき）内
▶内容／いきいきパークみさき
の周回道路を利用して行われ
る自転車レース。全国から参加される選手の応援にぜひ
お越しください。
※詳しくはお問い合わせください。
▶問合せ／地方創生企画政策担当 ☎492-2775

■岬町サイクリングフェスティバルSpring開催
▶日時／3月26日（日）
▶場所／多奈川地区多目的
公園（いきいきパークみさき）内
▶内容／ロードレース、ママ
チャリレース、変わり種自転車
試乗会など年齢問わず楽しめるイベントです。
※詳しくはお問い合わせください。
▶問合せ／地方創生企画政策担当 ☎492-2775

11 平成29（2017）年2月号



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　平成29年度 町民税・府民税（個人住民税）の 申告について

○午後の部：13時〜17時
※午前・午後とも終了時間の30分前までにご来場
ください。
※期間中は大変混雑しますので、お待ちいただく
場合があります。
▶場所／岬町役場 水道庁舎1階 特設会場
▶申告に必要なもの／○印鑑（認印）
○個人番号カード、又は通知カードと運転免許証
等の写真付きの身元確認書類
○源泉徴収票（給与・公的年金等）や収入のわか
る書類
○社会保険料（健康保険・国民年金・介護保険料
等）の控除証明書など
○生命保険料、地震保険料の控除証明書
○その他の控除に必要な書類（医療費の領収書など）
注）医療費控除を受ける方は事前に集計してくだ
さい。
所得税の確定申告を予定している方は、上記に併
せて
○利用者識別番号のわかるもの
○口座番号のわかるもの（還付申告の方のみ）

※申告受付会場では所得税の確定申告も受付け
ておりますが、給与所得や公的年金等の雑所得に
係る申告等の簡易なものに限ります。申告内容に
よっては、相談・受付が出来ない場合がありますの
でご了承ください。
※水道庁舎は災害等の非常時には災害対策本部
が設置されます。その際には、申告の受付を中止す
る場合がありますのでご了承ください。
※申告書は郵送でも受付します。受付書に受付印
を希望される方は返信用封筒（宛名記入・82円切
手貼付）を同封してください。

▶問合せ・郵送先／岬町財政改革部 税務課
課税係 ☎492-2752（直通）
〒599-0392 岬町深日2000番地の1

　
税

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

２
月
19
日（
日
）、26
日（
日
）

に
、岸
和
田
・
泉
佐
野
税
務
署
の

合
同
申
告
書
作
成
会
場
を
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

▼
場
所
／
岸
和
田
税
務
署 

岸
和

田
市
土
生
町
２
丁
目
28
番
１
号

※
右
記
両
日
は
、泉
佐
野
税
務
署

に
会
場
を
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
会
場
専
用
の
駐
車
場
が
ご
ざ
い

ま
せ
ん
の
で
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
受
付
時
間
／
16
時
で
終
了

※
混
雑
状
況
に
よ
り
、早
め
に
相

談
受
付
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
９
時
～
10
時
頃
ま
で
は
特
に
混

雑
し
、長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
平
成
28
年
分
所
得
税
等
の
確

定
申
告
の
お
知
ら
せ

　

税
務
署
の
申
告
会
場
の
開
設
日

は
、２
月
16
日（
木
）～
３
月
15
日

（
水
）（
土
・
日
を
除
く
）と
な
り
ま

す
。（
申
告
相
談
受
付
は
16
時
で
終

了
）

　

な
お
、２
月
15
日（
水
）ま
で
税

務
署
は
大
変
混
雑
し
て
全
員
に
対

応
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、下
記
の
会
場
を
ご
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
／
２
月
８
日（
水
）～
14
日

（
火
）（
土
日
を
除
く
５
日
間
）10

時
～
16
時（
昼
休
憩
を
除
く
）

▼
場
所
／
た
じ
り
ふ
れ
愛
セ
ン
タ

ー
４
階
会
議
室 

※
本
年
は
、イ
オ

ン
モ
ー
ル
り
ん
く
う
泉
南
に
は
、申

告
会
場
を
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、駐
車
場
が
狭
い
た
め
、公

共
の
交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ
／
泉
佐
野
税
務
署 

総

務
課 

☎
４
６
２

−

３
４
７
１

　

お らし せ
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　　　平成29年度 町民税・府民税（個人住民税）の 申告について
　平成29年度 町民税・府民税の申告期間は、2月16日（木）〜3月15日（水）までです。
　町民税・府民税の申告書は、町民税・府民税の課税資料及び国民健康保険料、介護保険料、後
期高齢者医療保険料等の算出の資料となる重要なものですので、必ず期限内に申告してください。

A公的年金等を受給されている方の申告について
　公的年金等の収入金額が400万円以下で、か
つ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が
20万円以下の場合は、所得税の確定申告書の提
出は不要となりましたが、社会保険料控除や扶養
控除等の控除の追加によって所得税の還付を受
ける場合は、確定申告書を提出してください。
　所得税の還付を受けられない場合においても、
次のような事項に該当する方は、町民税・府民税
の申告をすると税額が減額されることがありますの
で、忘れずに申告してください。
○源泉徴収票に記載のない扶養親族があり、扶養
控除が受けられる。
○障害者控除、寡婦・寡夫控除等が受けられる
が、源泉徴収票に記載されていない。
○年金からの特別徴収（天引き）以外で納めた健
康保険料等の支払いがある。
○生命保険料、地震保険料等の支払いがある。
○医療費が一定額を超え、医療費控除が受けられる 
など

B町民税・府民税均等割非課税基準
　下記のＡまたはＢのどちらかに該当する方。
Ａ．未成年者（平成9年1月3日以降に生まれた婚
姻暦のない方）、寡婦・寡夫、障害者に該当する方
で、合計所得金額が125万円以下の方
Ｂ．合計所得金額≦28万円×（扶養人数＋1）＋
17万円 （※）
注）扶養人数には16歳未満の年少扶養親族（平
成13年1月2日以降に生まれた方）も含みます。

（※）下線部分の加算額は、扶養親族がある場合
のみ算入します。

◎申告の受付期間等
▶日時／2月16日（木）〜3月15日（水） ※土・日曜日
は除きます
○午前の部：9時30分〜12時

　ただし、次のいずれかに該当する方は申告の必
要はありません。

①平成29年1月1日現在、岬町に居住していな
かった方
②税務署へ所得税の確定申告書を提出され
る方
③給与収入のみの方で、勤務先から岬町へ
給与支払報告書が提出されている方
④公的年金等に係る所得のみで、年金収入
が下記に該当する方（該当しない方は右記
Aを参照）
○昭和27年1月2日以後に生まれた方
 　　年金収入が98万円以下の方
○昭和27年1月1日以前に生まれた方
 　　年金収入が148万円以下の方
⑤合計所得金額が町民税・府民税均等割非
課税基準以下の方（右記Bを参照）
⑥遺族年金、障害年金、失業保険等の非課
税所得のみの方
⑦収入がなかった方
注）上記⑤〜⑦に該当する方のうち、次のい
ずれかに該当する場合は申告が必要です。
⑤〜⑦に該当する方は、電話での申告も可
能です。電話で申告される際は、「住所」・「氏
名」・「生年月日」・「電話番号」・「収入の種
類・金額等」・「扶養親族の住所・氏名・生年
月日」等をお伝えください。
○非課税証明書、所得証明書が必要となる方
○国民健康保険、介護保険、後期高齢者医
療保険に加入している方で、生計を一にする
親族の扶養親族になられていない方
○国民年金保険料などの免除を受けたい方
○老人医療などの各種福祉制度を利用して
いる方
○児童手当・就学援助・公営住宅等の各種
申請手続きを行う方 など

13 平成29（2017）年2月号



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

お らし せ

　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合（
Ｍ
Ｒ
）ワ

ク
チ
ン
を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
、

定
期
接
種
と
し
て
公
費（
無
料
）で

受
け
ら
れ
る
期
限
は
３
月
末
ま
で

で
す
。早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
／
平
成
22
年
４
月
２
日

～
平
成
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
４

９
２

−

２
４
２
４

▼
対
象
／
①
平
成
28
年
度
に
、65

歳
・
70
歳
・
75
歳
・
80
歳
・
85
歳
・
90

歳・95
歳・１
０
０
歳
に
な
ら
れ
る
方

②
60
～
64
歳
で
心
臓
、腎
臓
、呼

吸
器
、免
疫
機
能
等
に
重
度
障
が

い
の
あ
る
方（
医
師
の
判
断
に
よ

る
）※
た
だ
し
、左
記
の
方
は
除
く

○
過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン（
23

価
）を
接
種
し
た
こ
と
の
あ
る
方

○
脾
臓
摘
出
さ
れ
た
方
、公
害
被

認
定
者
の
方
等
、医
療
保
険
等
の

対
応
が
可
能
な
方

▼
接
種
場
所
／
指
定
医
療
機
関

（
予
約
制
）

※
詳
し
く
は
、保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
岬
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。指
定
医
療
機
関
外
で

の
接
種
を
ご
希
望
の
方
は
、事
前

に
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。）

▼
接
種
期
間
／
３
月
末
日
ま
で

▼
持
参
物
／
健
康
保
険
証
・
健
康

手
帳

▼
接
種
費
用
／
一
人
１
回 

４
０
０

０
円（
生
活
保
護
世
帯
及
び
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
方
は
無
料
に
な

り
ま
す
。）

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
へ
の

助
成
証
明
証
は
、保
健
セ
ン
タ
ー
で

発
行
し
ま
す
の
で
必
要
書
類（
保

険
証
・
委
任
状
等
）を
ご
持
参
の
う

え
、申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
４

９
２

−

２
４
２
４

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
定
期
接
種
が

3
月
末
で
終
了
し
ま
す
!!

M
R
ワ
ク
チ
ン
第
２
期
定

期（
無
料
）の
接
種
期
間
が

ま
も
な
く
終
了
し
ま
す
!!

　昨年度は、りんくう総合医療センターの産婦人
科部長荻田医師がモデルとなった人気漫画「コウ
ノドリ」のドラマ化など、多くのマスコミに取り上げら
れ、周産期センターの現状を広く知っていただくこ
とができました。
　平成20年より開設している泉州広域母子医療
センターは、りんくう総合医療センターの「周産期セ
ンター」と市立貝塚病院の「婦人科医療センター」
から成り、周産期センターには24時間365日、常に
産科医2人以上、新生児専門の小児科医1人以上
が待機していますのでハイリスクの妊婦さんも安心
で安全なお産ができる体制を整えています。また、
本年度より泉州こだわりタオルの「おくるみ」プレゼ

〜安心・安全なサービスの提供、満足度の向上を目指します〜　

ントや、よりおいしい妊産婦食
に変更する等、患者さんの満
足度を高める取り組みを進め
ています。
　なお、貝塚市から岬町にお
住まいの方の分娩料金は同一
基準で、その他の住民の方よ
り、割安な料金となっています
ので、ぜひご利用ください。
※詳しくは、ホームページ（http://www.rgmc.
izumisano.osaka.jp/）をご覧ください。

▶問合せ／りんくう総合医療センター ☎469-3111

Ⓒコウノドリ 鈴の木
ユウ 講談社

泉州広域母子医療センターからお知らせ

福　
祉

　

20
歳
に
な
る
と
、厚
生
年
金
保

険
加
入
者
及
び
そ
の
扶
養
配
偶

者
以
外
の
方
は
、国
民
年
金
第
１

号
の
加
入
手
続
き
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
又
は

当
月
上
旬
に
、日
本
年
金
機
構
か

ら「
国
民
年
金
被
保
険
者
資
格
取

得
届
書
」が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、役
場
保

険
年
金
課
か
年
金
事
務
所
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
難
し
い
と
き
は
、納
付
猶
予
制

度
ま
た
は
学
生
納
付
特
例
制
度

の
申
請
書
を
、加
入
手
続
き
と
同

時
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
貝
塚
年
金
事
務
所 

☎
４
３
１

−
１
１
２
２
、役
場
保

険
年
金
課 

☎
４
９
２

−

２
７
０

５

年　
金

20
歳
に
な
っ
た
ら

必
要
な
国
民
年
金
の

手
続
き
に
つ
い
て
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大お
お

阪さ
か

府ふ

内な
い

に
住す

み
、義ぎ
む
き
ょ
う
い
く

務
教
育

の
年ね
ん
れ
い齢（
満ま
ん

15
歳さ
い

）を
こ
え
て
い

る
人ひ
と

の
う
ち
、い
ろ
い
ろ
な
事じ
じ
ょ
う情

で
小し
ょ
う
が
っ
こ
う

学
校
や
中ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校
を
卒そ
つ
ぎ
ょ
う業
で

き
な
か
っ
た
方か
た

、実じ
っ
し
つ
て
き

質
的
に
十
じ
ゅ
う
ぶ
ん分

な
教き
ょ
う
い
く育

を
受う

け
ら
れ
な
い
ま
ま

中ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校
を
卒そ
つ
ぎ
ょ
う業
し
た
方か
た

を
対
た
い
し
ょ
う象

に
、夜や
か
ん間
中ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校
教き
ょ
う
い
く
育
を
行お
こ
なっ
て

い
ま
す
。

　

日に
ち
じ
ょ
う常
生せ
い
か
つ活
に
必ひ
つ
よ
う要
な
基き
そ
て
き

礎
的

な
学が
く
り
ょ
く力や

知ち
し
き識

を
身み

に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
、中ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校
の
卒
そ
つ
ぎ
ょ
う業

資し
か
く格

を
取と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
ひ
ら
が
な
か
ら
勉べ
ん
き
ょ
う強
で
き
、

授じ
ゅ
ぎ
ょ
う
り
ょ
う

業
料
は
無む
り
ょ
う料
で
す
。

※
外が
い
こ
く
せ
き

国
籍
の
方か
た

も
入に
ゅ
う
が
く学
で
き
ま

す
。

▼
受う
け
つ
け
き
か
ん

付
期
間
／
４
月が
つ

28
日に
ち

ま
で

（
土ど

・
日に
ち・
祝し
ゅ
く
じ
つ日は
除の
ぞ

き
ま
す
）

▼
問と
い
あ
わ合
せ
／
岸き
し
き城
夜や
か
ん間
中ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校 

☎
４
３
８

−

６
５
５
３
、岸き
し
わ
だ
し

和
田
市 

教き
ょ
う
い
く
い
い
ん
か
い

育
委
員
会 

総そ
う
む
か

務
課 

☎
４
２
３

−

９
６
０
６

　

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
受
診
券
の
有
効
期
限

は
平
成
29
年
3
月
末
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。ま
だ
受
診
さ
れ
て
い

な
い
方
は
早
め
に
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

○
子
宮
頸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
対
象
者（
女
性
の
み
）

▼
年
齢
／
20
歳

▼
生
年
月
日
／
平
成
７（
１
９
９

５
）年
４
月
２
日
～
平
成
８
年（
１

９
９
６
）年
４
月
１
日

○
乳
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

対
象
者（
女
性
の
み
）

▼
年
齢
／
40
歳

▼
生
年
月
日
／
昭
和
50（
１
９
７

５
）年
４
月
２
日
～
昭
和
51
年（
１

９
７
６
）年
４
月
１
日

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
４

９
２

−

２
４
２
４

　

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
の
家
族
・

遺
族
が
こ
う
む
っ
た
人
生
被
害
を

語
る 

～
被
害
か
ら
の
回
復
の
た
め

に
、私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
～

▼
日
時
／
２
月
18
日（
土
）13
時

30
分
～
16
時
30
分（
開
場
13
時
）

▼
会
場
／
大
阪
市
立
阿
倍
野
区

民
セ
ン
タ
ー
２
階
大
ホ
ー
ル

▼
費
用
／
資
料
代
５
０
０
円

▼
そ
の
他
／
申
込
不
要

▼
問
合
せ
／
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者

支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
06

−

７
５
０
６

−

９
４
２
４ 

06

−
７
５
０
６

−

９
４
２
５ 

shien-center@
osaka-saiseikai.jp

　

平
成
29
年
１
月
利
用
分
か
ら

自
己
負
担
額
が「
１
割
」か
ら「
５

０
０
円
／
日
」に
軽
減
さ
れ
て
い

ま
す
。

▼
助
成
内
容
／
１
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
あ
た
り
の
自
己
負
担
額

を
１
日
に
つ
き
最
大
５
０
０
円
、

月
２
日
限
度
。複
数
の
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た
場
合
、

月
額
上
限
額
２
５
０
０
円
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

※
介
護
保
険
に
よ
る
訪
問
看
護
は

対
象
外
で
す
。

▼
対
象
／
町
内
在
住
で
次
の
要

件
に
該
当
す
る
方

①
１
ま
た
は
２
級
の
身
体
障
害
者

手
帳
を
所
持
の
方

②
知
的
障
が
い
の
程
度
が
重
度

（
Ａ
）判
定
の
方

③
知
的
障
が
い
の
程
度
が
中
度

（
Ｂ
１
）判
定
の
方
で
身
体
障
害

者
手
帳
を
所
持
の
方

④
訪
問
看
護
の
指
示
書
で「
装

着
・
使
用
医
療
機
器
等
」の
項
目

に
該
当
し
、①
②
③
と
同
程
度
の

４
歳
未
満
の
方

※
他
制
度
同
様
の
助
成
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
方
や
本
人
の
所
得

が
規
定
の
額
を
超
え
る
方
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
／
地
域
福
祉
課 

☎
４

９
２

−

２
７
０
０

▼
対
象
／
小
学
６
年
生
で
ま
だ
受

け
て
い
な
い
方（
平
成
16
年
４
月
２

日
～
平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
）

▼
日
時
／
平
成
29
年
３
月
末
ま
で

の
各
指
定
医
療
機
関
の
診
療
時

間
内 

※
要
予
約

▼
場
所
／
市
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
、江
川

ク
リ
ニ
ッ
ク
胃
腸
肛
門
科
、澤
田
医

院
、津
山
医
院
、な
ぎ
さ
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
第
２
な
ぎ
さ
ク
リ
ニ
ッ
ク
、み

さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
、も
ち
づ
き
耳
鼻

咽
喉
科

※
必
ず
接
種
医
療
機
関
へ
ご
予
約

の
う
え
、保
護
者
同
伴
で
お
願
い

し
ま
す
。

※
上
記
指
定
医
療
機
関
以
外
で

接
種
を
ご
希
望
の
方
は
、事
前
に

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
４

９
２

−

２
４
２
４

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん

無
料
ク
ー
ポ
ン
検
診

対
象
者
の
方
へ

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
講
演
会

二
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア・

破
傷
風
）の
接
種
期
間
が

ま
も
な
く
終
了
し
ま
す
！

重
度
障
が
い
者

訪
問
看
護
利
用
料

助
成
制
度
を
拡
充

岸き
し
き
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

城
中
学
校

夜や
か
ん
が
っ
き
ゅ
う

間
学
級
生せ

い
と
ぼ
し
ゅ
う

徒
募
集

募　
集
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お らし せ
　

岸
和
田
健
老
大
学
は
、来
年
創

立
40
周
年
を
迎
え
る
民
間
の
高
齢

者
大
学
で
す
。多
様
な
授
業
と
ク

ラ
ブ
活
動
に
よ
る
生
涯
学
習
で
、

人
生
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
を
彩
り
ま

す
。

▼
授
業
日
／
毎
週
火
曜
日
10
時

30
分
～
16
時（
ク
ラ
ブ
は
別
の
曜

日
も
活
動
）

▼
場
所
／
岸
和
田
健
老
大
学（
岸

和
田
市
立
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
も
）

（
南
海
岸
和
田
駅
南
口
よ
り
徒

歩
３
分
）

▼
対
象
／
55
歳
以
上
で
通
学
可

能
な
方（
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
定
員
／
50
名（
入
学
は
随
時
）

▼
費
用
／
入
学
金
５
０
０
０
円
、 

学
費
月
３
５
０
０
円
、学
生
自
治

会
費
月
５
０
０
円（
ク
ラ
ブ
費
は

別
途
必
要
）

▼
入
学
式
／
４
月
11
日（
火
）10

時
30
分

▼
申
込
み
・
問
合
せ
／
岸
和
田
健

老
大
学
事
務
局 

〒
５
９
６

−

０
０

７
６ 

岸
和
田
市
野
田
町
１
丁
目

12
番
７
号 

☎
４
３
１

−

１
５
７
５

▼
詳
細
サ
イ
ト
／w

w
w.tvk.zaq.

ne.jp/kenrou/

場
合
は
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診

し
、ア
サ
リ
等
を
喫
食
し
た
こ
と

を
伝
え
る
こ
と
。

　

な
お
、府
内
の
潮
干
狩
り
場
で

は
、採
取
し
た
貝
と
安
全
な
貝
を

交
換
す
る
な
ど
の
安
全
対
策
を
講

じ
て
営
業
さ
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
大
阪
府
泉
佐
野
保

健
所
食
品
衛
生
課 

☎
４
６
４

−

９
６
８
８

▼
日
時
／
２
月
24
日（
金
）10
時

～
12
時
、13
時
～
16
時

▼
対
象
／
４
０
０
㎖
献
血
は
男
性

17
歳
～
69
歳
、女
性
18
歳
～
69
歳

65
歳
以
上
の
方
は
、60
～
64
歳
の

間
に
献
血
経
験
の
あ
る
方
に
限
り

ま
す
。

▼
場
所
／
岬
町
役
場

※
輸
血
を
受
け
ら
れ
る
患
者
さ
ん

の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、現
在

４
０
０
㎖
の
献
血
の
需
要
が
高
ま

っ
て
お
り
、２
０
０
㎖
献
血
は
お

断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
協
力
／
岬
町
商
工
会

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
４

９
２

−

２
４
２
４

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）か
ら
送
ら

れ
て
く
る
国
の
緊
急
情
報
を
、岬

町
防
災
行
政
無
線
を
通
じ
て
町
民

の
皆
さ
ま
へ
確
実
に
お
伝
え
す
る

た
め
、全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る
情
報

伝
達
訓
練
に
参
加
し
ま
す
。

▼
放
送
日
時
／
２
月
21
日（
火
）

11
時
頃

▼
情
報
伝
達
手
段
／
岬
町
防
災

行
政
無
線

▼
放
送
内
容
／

開
始
チ
ャ
イ
ム
音

「
こ
れ
は
テ
ス
ト
で
す
。」×
３
回

「
こ
ち
ら
は
岬
町
役
場
で
す
。」

終
了
チ
ャ
イ
ム
音

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、地
震
・
津
波

や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報

を
、国
か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通

じ
て
瞬
時
に
お
伝
え
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

▼
問
合
せ
／
危
機
管
理
担
当 

☎

４
９
２

−

２
７
５
９

　

税
務
署
や
社
会
保
険
事
務
所
、

市
区
町
村
な
ど
の
職
員
を
装
い
、

電
話
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
し
、還
付

金
を
受
け
取
る
手
続
き
と
だ
ま
し

て
、振
り
込
ま
せ
る
犯
罪
で
す
。

■
対
策

①
本
人
や
関
係
機
関
に
確
認
す

る
。

②
振
り
込
む
前
に
、家
族
や
親
友

に
相
談
す
る
。

③
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
す
る
前
に
、銀

行
員
等
に
相
談
す
る
。

▼
問
合
せ
／
大
阪
府
泉
南
警
察

署
・
泉
南
警
察
署
管
内
防
犯
協
会 

☎
４
７
１

−

１
２
３
４

　

昨
年
３
月
に
、大
阪
湾
の
海
岸

で
採
れ
た
天
然
ア
サ
リ
の
喫
食
に

よ
る
貝
毒
食
中
毒
が
発
生
し
ま

し
た
。

　

大
阪
湾
で
は
毎
年
３
月
頃
か
ら

海
水
温
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、有

毒
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
増
え
、そ
れ
を

食
べ
る
ア
サ
リ
等
の
二
枚
貝
が
毒

化
し
ま
す
。ア
サ
リ
等
は
海
水
中

の
有
毒
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
餌
と
し

て
食
べ
る
こ
と
で
、貝
の
中
に
毒
素

が
蓄
積
し
、こ
れ
ら
の
毒
成
分
は

熱
に
強
く
、加
熱
調
理
し
て
も
毒

力
は
弱
く
な
り
ま
せ
ん
。大
阪
湾

で
潮
干
狩
り
を
行
う
際
は
、次
の

ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
て
貝
毒
食
中

毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
大
阪
府
の
貝
毒
情
報
を
確
認

し
、貝
毒
発
生
中
は
天
然
ア
サ
リ

等
を
採
取
し
て
食
べ
な
い
こ
と
。

②
海
水
中
で
は
毒
化
が
進
む
た

め
、採
取
し
た
貝
は
砂
抜
き
等
の

目
的
で
海
水
中
で
保
管
し
な
い
こ

と
。

③
採
取
し
た
天
然
ア
サ
リ
等
を
食

べ
て
、口
や
手
足
の
し
び
れ
が
出
た

そ
の
他

献
血 

～
4
0
0
㎖

献
血
に
ご
協
力
を
～

大
阪
湾
の
ア
サ
リ
等
に
よ
る

貝
毒
食
中
毒
に
ご
注
意

還
付
金
詐
欺
多
発
!!

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の

試
験
放
送
を
実
施
し
ま
す

岸
和
田
健
老
大
学

40
期
生
募
集
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来年度から岬中学校は新制服を導入します
　今までの岬中学校の制服のイメージを残しつつ、特にズボン・ス
カートのデザインが変わります。
　あわせて、エンブレムも変更します。新エンブレムについては、校
内で公募を行った結果、現中学3年生の矢口侑実さんが考案し
た、ブルーリボンをモチーフにしたものが採用されました。ブルーリ
ボンとは、岬中学校が長年にわたり取り組んできた活動の一つで、

「いじめをしない」という決意を表明するリボンとして制服につけて
いたものです。
　また、新制服はデザインの変更だけでなく、耐久性や着心地が良
くなり、さらに、価格も下げることができました。

▶問合せ／指導課 ☎492-2719

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 女性弁護士による女性のための特設法律相談

　離婚に関する相談や暴力（DV、ストーカー、セクシュアル・ハラスメント、性暴力など）被害に関する相談を
女性の抱える問題に詳しい女性弁護士がお受けします。

▶日時／2月18日（土）13時〜17時
※相談時間は一人25分間

▶場所／いずみさの女性センター相談室
（泉佐野市市場東1丁目295-1レイクアルスタープ
ラザ･カワサキ生涯学習センター内1階）

▶対象／泉佐野市・熊取町・泉南市・
田尻町・阪南市・岬町に在住または在
勤の女性

▶定員／8人（完全予約制・先着順）

▶費用／無料

▶一時保育／要予約。1歳児〜就学前まで。申込
み時にお伝えください。（2月14日（火）までにお申
し出ください。）

▶申込み・問合せ／2月4日（土）9時より、いずみさ
の女性センター☎469-7125（FAX共）へ　
※この事業は、国際ソロプチミスト大阪-りんくうの
寄付により泉佐野市・泉南市・阪南市・熊取町・岬
町・田尻町が共催で実施します。

至関西国際空港

泉佐野JCT（阪和自動車道）
JR阪和線

中消防署
泉佐野市役所

国道26号線佐野高校

南海本線

大阪和泉泉南線

大阪臨海線

堺阪南線
至
和
歌
山関
西
空
港
自
動
車
道 至

天
王
寺

至
難
波

至
和
歌
山

大
阪
外
環
状
線

女性センター
（生涯学習センター内）

泉佐野駅 井原里駅

日根野駅 熊取駅

★
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お らし せ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

“泉州の風物詩”スタート迫る！ 泉州国際市民マラソン！！
　泉州9市4町が一体となって、泉州地域の発展を目指すとともにマラソンを通じてスポーツの楽しさや達成
感を体感いただくことを目的とし、2月19日（日）に開催します。

■特別招待選手、姉妹・友好都市ランナー
【特別招待選手】
○砂田 貴裕さん（ウルトラマラソン（100km）世界
記録保持者）
○松垣 省吾さん（ガイドランナーとして活躍中（日
本生命CM出演））
○蔭山 浩司さん（山陽特殊製鋼）
○登玉 将嗣さん（大阪産業大学）
○岡崎 竜也さん（関西大学）
○佃 一樹さん（関西大学）
○松浦真里奈さん（神戸学院大学）
※地元自治体の姉妹・友好都市からもランナーが
参加されております。

■沿道応援ステーション
　コース沿道では3団体が踊りや太鼓でランナー
を応援します。 ※雨天中止有
○トヨタカローラ南海諏訪ノ森店前（堺市）
○上野町北交差点ローソン前（岸和田市）
○大西1丁目交差点ローソン前（泉佐野市）

■フィニッシュ会場イベント広報
　フィニッシュ会場の泉佐野市・りんくう公園高架
下駐車場（りんくうタウン駅下車すぐ）近く「海への
道」で、11時から泉州9市4町の物産展示販売等
を行う「物産展横丁」を開催。また、「夕日の見える
丘」特設ステージでは9市4町物産品、協賛企業提

供商品が当たる「大抽選会」や「表彰式」など盛りだ
くさんのイベントを予定しております。親子ランニン
グも10時30分から開催します。

■交通規制
　大会当日は、マラソンコースにあたる堺阪南線

（旧26号線）、泉佐野岩出線などで、交通規制が
行われます。皆様のご協力をお願いします。なお、
路線バスの南海バス、水鉄バスは、一部運行休止
や迂回運行をいたします。皆様方には大変ご迷惑
をおかけしますが、ご理解、ご協力のほどよろしくお
願いいたします。

▶問合せ／泉州国際市民マラソン実行委員会事
務局 ☎436-3440
岸和田市宮本町27-1 泉州ビル8F
※詳しくはホームページ、または実行委員会事務
局にお問い合わせください。

　コースは、堺市の浜寺公園を10時30分にスタートし、堺市大浜中町交差点
折り返し〜空連道側道〜泉佐野岩出線〜樽井浜口交差点北側折り返し〜り
んくう公園高架下駐車場（泉佐野市）をフィニッシュとした42.195mの日本陸
連公認コース（ワンウェイコース）。約5000名のランナーが集います。制限時間
は5時間です。
　10㎞マラソンも同日10時25分より浜寺公園（スタート）〜王子川交差点〜
諏訪森北交差点〜浜寺公園（フィニッシュ）をコースとして実施します。制限時
間は1時間です。
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「はたけっこ」活動
　岬町における休耕地を学童保育児童、保育園児、長生会ボランティア、シルバー
人材センターの方 と々耕作し、野菜作りに挑戦する取り組みをしています。
　自然豊かな岬町の畑で育った野菜を収穫する体験や喜びを味わい、収穫した野
菜を給食やおやつで食べます。収穫した野菜が給食に出ると、おいしい!!と笑顔が
出ます。たくさん食べてすくすくと成長して欲しいです。

フライドポテトにしたりみ
そ汁にいれたりして、おい
しく食べました。

■平成28年度の収穫物
 「いちご」「えんどう豆」「じゃが芋」「とうもろこし」「すいか」「さつま芋」「大根」

ボランティアのみなさんいつもありがとうございま
す。お店で買うのではなく、畑で収穫するという貴
重な体験が出来て子ども達はとてもいい笑顔でし
た。収穫の喜びを知り、いろいろな食材に興味を
持ってくれるとうれしいです。

▶問合せ／子育て支援センター ☎492-1350

えんどう豆ごはんでおにぎりを作り、おやつで食べま
した。苦手なお豆もいつもよりおいしく感じられるか
な！？

スイカはおやつに…。トウモロコシは蒸して給食
に…。どちらもすご〜くあまくてビックリ！！

収穫した大根を、みそ汁
やおでんにして食べまし
た。やわらかくってとって
もおいしかったです！

真っ赤に熟した
美味しそうなイチゴ!!
おやつで食べました。

子どもたちは土の中から
出てくるさつま芋に大興奮☆★
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お らし せ

世帯数 人口 男 女

世帯／人 7,600 16,259 7,654 8,605

前月比 -16 -28 -13 -15

平成29年1月1日現在人の動き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 住民基本台帳の閲覧状況

　平成27年度において、国・地方公共団体、また、世論調査・統計調査・学術研究など公共性・公益性の
高いものの閲覧状況を、住民基本台帳法及び住民基本台帳の一部の写しの閲覧及び住民票の写し等の
交付に関する省令の規定に基づき公表します。

▶公表の対象期間／平成27年4月1日〜平成28年3月31日までに閲覧申請のあったもの
▶閲覧申請件数／全5件

【申出者】一般社団法人 中央調査社
会長 西澤 豊
東京都中央区銀座6-16-12 丸高ビル7階
○閲覧の目的／「日常生活に関するアンケート」実
施のため（委託者:株式会社野村総合研究所）
○閲覧日／平成27年7月3日
○閲覧の範囲／深日地区の満15歳以上満79歳
以下の日本人の男女

【申出者】株式会社 エム・アールビジネス
代表取締役 櫛谷 忠則
大阪市中央区瓦町3-1-4 トーア紡ビル5階
○閲覧の目的／「人権問題に関する府民意識調査」
実施のため（委託者:大阪府府民文化部人権局）
○閲覧日／平成27年10月8日
○閲覧の範囲／多奈川谷川地区の平成7年10月
1日以前の生年月日の満20歳以上の男女

【申出者】株式会社 日本リサーチセンター
代表取締役社長 鈴木 稲博
東京都中央区日本橋本町2-7-1
○閲覧の目的／「第2回家計と貯蓄に関する調査」
実施のため（委託者:一般財団法人ゆうちょ財団）
○閲覧日／平成27年10月30日
○閲覧の範囲／多奈川谷川地区の20歳以上の
男女

【申出者】KCCSモバイルエンジニアリング株式会社
代表取締役社長 角 秀男
東京都港区三田3-13-16 三田43MTビル

【申出者】スリープロ株式会社
代表取締役社長 村田 峰人
東京都新宿区西新宿7丁目21番3号 西新宿大京ビル
○閲覧の目的／通信利用動向調査の実施のため

（委託者:総務省情報通信国際戦略局情報通信
政策課）
○閲覧日／平成28年2月4日
○閲覧の範囲／多奈川小島、多奈川東畑、淡輪、
深日の各地域の20歳以上の男女

【申出者】 防衛省 自衛隊大阪地方協力本部
岸和田地域事務所
大阪府岸和田市土生町5-1-34 プリマードビル1F
○閲覧の目的／自衛官等の募集に伴う広報のため
○閲覧日／平成28年2月9日
○閲覧の範囲／生年月日が平成10年4月2日〜平
成11年4月1日までの日本人の男女

▶問合せ／住民生活課 
住民係 ☎492-2713
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相談業務名 日時等 場所・予約・問合せ

法律相談（予約制） 2月8日（水）・22日（水）
14時〜17時（定員6名）

○8日…水道庁舎1階会議室
○22日…監査委員室
まちづくり戦略室 ☎492-2775

行政相談 2月15日（水）10時〜12時 ○役場相談室
まちづくり戦略室 ☎492-2775

障がい者相談

○愛の家「みらい」相談室
〈平日〉9時〜17時

○愛の家「みらい」相談室 ☎494-1200
494-0102／ mirai@ainoie.jp

○障がい者出張相談（要予約）
2月22日（水）13時30分〜16時

○役場相談室
地域福祉課 ☎492-2700

介護相談 〈平日〉9時〜17時30分 ○岬町地域包括支援センター
高齢福祉課 ☎492-2716

教育に関する相談 〈平日〉13時30分〜15時（要予約） ○学校教育課・指導課 ☎492-2719

消費者相談 2月10日（金）13時〜16時 ○役場監査委員室
産業観光課 ☎492-2749

人権擁護委員による
人権相談

2月7日（火）・21日（火）
13時30分〜15時

○役場監査委員室
人権推進課 ☎492-2773 ※予約不要

人権協会による
人権相談

月・火・木曜日（祝日は除く）の
9時〜17時 ※受付は16時まで

○岬町人権協会多奈川事務所
（文化センター内） ☎492-3270

水・金曜日（祝日は除く）の
9時〜17時 ※受付は16時まで

○岬町人権協会淡輪事務所
（岬町交流センター内） ☎494-1508

総合生活相談

火・水・木曜日（祝日は除く）の
9時〜17時 ※受付は16時まで

○岬町人権協会多奈川事務所
（文化センター内） ☎492-3270

金曜日（祝日は除く）の
9時〜17時 ※受付は16時まで

○岬町人権協会淡輪事務所
（岬町交流センター内） ☎494-1508

地域就労支援相談

〈平日〉（祝日は除く）の
9時〜17時 ※受付は16時まで

○岬町人権協会多奈川事務所
（文化センター内） ☎492-3270

月・木曜日（祝日は除く）の
9時〜17時 ※受付は16時まで

○岬町人権協会淡輪事務所
（岬町交流センター内）  ☎494-1508

障がい者就労・生活相談 〈平日〉9時〜17時 ○NPO法人障害者自立支援センター
☎463-7867／ 463-7890

保健師健康相談 〈平日〉9時〜17時30分 ○保健センター ☎492-2424

心の健康相談（予約制） 2月16日（木）・3月9日（木）10時〜12時 ○保健センター ☎492-2424

乳幼児育児健康相談 3月6日（月）10時〜12時 ○保健センター ☎492-2424

育児相談 〈平日〉10時〜16時30分 ○子育て支援センター ☎492-1350

療育相談 〈平日〉10時〜16時30分 ○こぐま園 ☎492-1131

相続・遺言相談（予約制） 2月21日（火）13時〜16時
※行政書士による相談を行います

○保健センター　
予約／まちづくり戦略室 ☎492-2775

出張福祉なんでも相談

○喫茶たまり場（みんなのたまり場）
2月7日（火）11時〜13時
○喫茶めだか組（多奈川小学校）
2月8日（水）13時〜15時
○ふれあい喫茶（深日会館）
2月15日（水）10時〜12時

○岬町地域包括支援センター
高齢福祉課 ☎492-2716
○いきいきネット相談支援センター
☎492-2955（平日相談も受け付けています）
○岬町社会福祉協議会 ☎492-0633

生活困窮に関する相談
（随時の場合は要予約） 2月8日（水）14時〜16時 ○大阪府岸和田子ども家庭センター 生活

福祉課 はーと・ほっと相談室 ☎441-2760

各 種 相 談

※災害等やむを得ない事情により開催できない場合があります。詳しくはお問い合わせください。

Consultation
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淡 ＝淡輪公民館休館日　ア ＝アップル館休館日　ピ ＝ピアッツァ5休館日　 さ ＝さんぽるた（深日港観光案内所）休所日
生 ＝生涯学習課（青少年センター・文化センター）休館日　歴 ＝岬の歴史館休館日　 と ＝とっとパーク小島休園日
※詳しい内容は掲載ページをご覧ください。（  ）内の数字は掲載ページまたは掲載号

日 月 火 水 木 金 土

29 30 31 1 2 3 4
豆まき遊び（P9） 豆まき遊び（P9） 豆まき遊び（P9） 初めてのノル

ディック・ウォー
ク教室（1月号）

と

5 6 7 8 9 10 11〈建国記念の日〉
乳幼児育児健康
相談（1月号）

人権擁護委員に
よる人権相談、
出張福祉なんで
も相談（P21）

出張ほのぼのク
ラブ（1月号）
法律相談、出張
福祉なんでも相
談、生活困窮に
関する相談

（P21）

特定健診・各種が
ん検診等（1月号）
おおさか泉南ま
るごと１００円商
店めぐり（P5）
消費者相談

（P21）

くらたんワイワイ
祭り（P5）

ア ア ピ さ 生 歴 淡 歴 と 淡 生 歴

12 13 14 15 16 17 18
縁活（1月号）
近畿夜間中学校

「連合作品展」
（P5）

発達クリニック
（P10）

幼児教室（P8）
行政相談、出張
福祉なんでも相
談（P21）

絵本入門「りん
ごっこ」（P8）
心の健康相談

（P21）

ハンセン病問題
講演会（P15）

ア ピ さ 生 歴 淡 ア 歴 と

19 20 21 22 23 24 25
泉州国際市民マ
ラソン（P18）

親子で楽しむ“わ
らべうた”（P9）
人権擁護委員に
よる人権相談、
相続・遺言相談

（P21）

出張ほのぼのク
ラブ（P9）
法律相談、障が
い者出張相談

（P21）

献血（P16） 岬自然散策会、
海藻おしばアー
ト＆ワークショッ
プ（P5）
定例おはなし会

（P9）

ア ア ピ さ 生 歴 淡 歴 と

26 27 28 1 2 3 4
園庭遊び（P9）

ア ピ さ 生 歴 淡 ア 歴 と

月のカレンダー2


